


当ケアハウスの特徴の一つは、医療機関に隣接し
ていることです。いつどのような疾病に侵される
かわかりません。そうした場合、医療機関がすぐ
そばにあれば心強いのではないでしょうか。
当施設は、「鶴見緑地病院」に隣接しています。

緊急時などは迅速な対応が可能です。さらに、週3
回、ドクターの往診がありますので、入居者さま
の体調管理や体調不良を訴える方の相談にも対
応しており、入居者さまの医療に関しては手厚い
健康管理をさせていただいています。

一般的にケアハウスでは珍しい、専従の機能訓練
士を配置していることも当施設の特徴です。機能
訓練としては、今現在の機能を維持するための
訓練や、食べる力を維持するための口腔体操な
どを訓練士のアドバイスをうけながら実施して
います。

コロナ感染に関しては、細心の注意を払って防
止に努めています。このような状況ですから、以
前のようにはいきませんが、気を緩めないで月単
位の行事は行うようにしています。特筆しておき
たいのは、自己選択の場を設けていることです。
具体例として、揚げたてのてんぷらをお好きな順
にオーダーするなど生活の中での選択が入居後
もできるように取り組んでいます。また、ご家庭
での生活をそのまま維持できるように配慮して
います。“自分の部屋“をコンセプトに、部屋のレ
イアウトもお一人お一人自由に考えて、生活空
間を楽しんでいただくようにしています。

今一番心を痛めているのが、家族さまとの交流が
できにくいことです。家族さまからにすれば、問題
なく生活しているのかご心配していると思いま
す。職員では家族さまの代わりはできませんが、
できる限り入居者さまに心を寄せて接すること
や手紙等で近況をお伝えするなど、少しでも安心
をお届けできるように努めています。また、法要
などでどうしても外出したいなどのご要望に対
しては、コロナ感染対策に万全を期していただく
ようにお伝えをして外出をしていただいており
ます。

特定施設入居者生活介護の指定を受けた、介護型
ケアハウスになります。65歳以上で、要介護度
1以上の方に入居していただけます。(生活保護受
給者もご入居可能)食事・生活援助サービスだけで
なく、特定施設入居者生活介護サービス（入浴、排
泄、機能訓練、療養上のお世話等）を行うことがで
きる施設です。認知症や看取りの対応もしており、
介護度が上がっても退居いただく必要はなく、
長く住み続けていただけます。



毎日140人程度の人が訪れる橋波リハビリセン
ターでは、利用者さまが満足してリハビリに励
んでいただくためには、対応する職員一人ひと
りの心がけが大事になります。
そこで、「接遇顧客満足度向上委員会」では、月初
の朝礼でその月の努力目標をキャンペーン内容
として発表。職員は、その目標に向かって自らの
姿勢をチェックしながら日々精進していくこと
になります。ちなみに4月、5月の2か月間の取り
組み内容は「身だしなみ」となっています。
具体的な取り組みは、施設内にある「いいねボッ
クス」に、配布した用紙に推薦したい職員の名前
を書いて“こういうところが優れている”と、コ
メントを添えて投函することになっています。
昨年12月～今年1月は「表情・態度」を掲げてキャ
ンペーンを行いましたが、投票用紙に書かれた投
票理由を見ると「いつも挨拶がハキハキして、丁
寧で元気が出る」「いつもどなたに対しても丁寧
に対応されていると思います」「相手に対しての
思いやりがあり、見習いたいです」「常に笑顔で
対応されているところがすてき」といった感想
が寄せられていました。他の職員の態度や表情
をよく観察していて、自らの参考にしようとい
う前向きな態度がにじみ出ているようでした。

投票の結果「接遇いいね職員」として顕彰された
職員の名前と所属部署名が、事務所内に掲示さ
れていて、個々の職員の意欲向上の一助にもな
っています。この取り組みについて、当センター
の早浪光管理部長は「自発的な取り組みとして
スタートしましたが、職員のモチベーションア
ップにつながっており、よろこばしいことです」
と語っています。

――新機種の導入のメリットについて
お聞かせください。
私たち撮影を担当する技師にとっての関心事は、
質の良い画像をいかに患者さまの苦痛なく撮影
するかということです。撮影時間は短いに越し
たことはありませんが、それによって得られる
画像の質が落ちたのでは意味がありません。鮮
明な画像が得られれば、診断の精度も高くなり
ます。近年、画像診断の重要性がますます高くな
ってきており、CT撮影のオーダーが増えてきて
います。各科の医師は、画像所見を基に治療方針
を決めるために、個々のニーズに応えることが
非常に大事であると言えます。
今回の新機種導入のきっかけは、そろそろ替え
時にきていたという側面と、行政の補助を受け
られることになったことが新機種導入に踏み切
る動機になりました。
質の高い画像を、安定して提供できることによ
って、質の高い医療が提供できる。これは患者さ
まにとってもうれしいことと言えます。患者さ
まにとっての関心事は、“被爆量の多少”ではな
いでしょうか。撮影時間を短くすることは、放射
線を浴びる時間を短くするということです。具体
的な数値で言いますと、今まで30秒かかったの
が新機種では10秒で済みます。すなわち被爆量
が3分の１に軽減されたということです。

検査中は呼吸を止めていただくのですが、ご高齢
の患者さまにとっては30秒という長さはとても
苦痛なものだと思います。それも動くことができ
ないのですから。実際に撮影を受けた方から新
機種への変更は高評をいただいています。



　Q
　Ａ 痔には、①痔核（いぼ痔）②痔ろう（肛門周囲膿瘍も含む）
③裂肛（切れ痔）の3つがあります。①痔核は、肛門の皮膚や粘
膜下の静脈が張れる事です。②痔ろうは、肛門粘膜のひだ（肛
門腺）に細菌が繁殖し組織を破壊し穴をつくります。穴の先端
が組織内にとどまれば肛門周囲膿瘍で、穴が肛門外の皮膚に
とどけば慢性痔ろうとなります。③裂肛は、肛門括約筋が断裂
することです。痔の原因は、排便時のいきみや肛門部の衛生状
態です。症状は排便時出血と肛門痛です。痔核が粘膜部にとど
まれば疼痛はありません。また痔ろうは、発熱が出現するこ
とがあります。治療は薬や手術です。市販薬もあります。ここ
で一番気をつけることは、肛門直腸癌・クローン病・炎症性腸
疾患でも同様の症状
となります。
自己判断で痔と決め
つけることは危険で
す。ご心配があれば、
一度、当院の外科を
受診ください。

みなさま、お久しぶりです。鶴見緑地病院に5年ぶりに戻ってきました、内
科診療を担当する山中 英樹です。また、当院で仕事ができることをうれし
く思っております。他病院勤務や研究などを行って、いろんな疾患の患者
さまに関わり今日にいたっております。再度担当するにあたり、日々初心
と感謝の気持ちを忘れず、話しやすく相談しやすい雰囲気と笑顔を大切に
して、患者さまに寄り添うドクターとして関われたらと思っております。
気になることがありましたら、ぜひご相談ください。至らぬ点が多いです
が頑張っていきますので、これからもよろしくお願いします。

今年4月より鶴見緑地病院でリハビリテーション科を担当いたします 
濱澤 順也と申します。
患者さまに対して他職種でチームを組んで診療にあたり、環境や社会資
源をフル活用し、全人的なアプローチを入院中から退院後の生活の場面
でサポートできればと考えております。
当院ではリハビリテーション医療を通じて、地域医療に貢献していく所
存です。皆さまのお力になれるよう精一杯頑張りますので、どうぞよろし
くお願申し上げます。


